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擁壁工

【急傾斜地崩壊対策事業（避難関連・その他） 】
なかつし ほんやばけいまち おちあい みちのうえ

大分県中津市本耶馬渓町落合 道の上地区

○事業目的
道の上地区は中津市の中部に位置し、保全対象として人家６戸及び避難路である県道落合斉藤
線を含むがけ高20m勾配35°の急傾斜地崩壊危険箇所である。

近年の梅雨、台風時期の降雨により斜面の崩壊が懸念されており、土砂災害が発生すると避難
路である県道を含むことから避難場所へのアクセスが不通となり地域の孤立化が予想される。
地元要望も強いことから、早急に対策を講じ人家等の保全を図る必要がある。

道の上地区

○箇所概要
保全人家：６戸

避難路 県道落合斉藤線
実施内容：擁壁工 Ｌ＝２５０ｍ
全体事業費：１２０百万円（Ｈ３１～Ｈ３５）
土砂災害警戒区域等の指定状況：Ｈ２０．３指定済
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凡例

□Ｈ３１施工予定 ■Ｈ３２以降施工予定 ■保全対象人家

■危険区域 ■被害想定区域 ■土砂災害警戒区域

■土砂災害特別警戒区域 ■避難路（県道） ■地域高規格道路（計画）

全体計画 Ｌ＝２５0ｍ

Ｈ３１ 測量・地質調査・設計…１式
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